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令和４年第５回臨時会

歌 志 内 市 議 会 会 議 録

第１日目（令和４年１０月２４日）

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

（午前９時５７分 開会）

開 会 ・ 開 議 宣 告

○議長（川野敏夫君） おはようございま

す。

ただいまから、令和４年歌志内市議会第５

回臨時会を開会いたします。

ただいま出席している議員は６名でありま

す。

定足数を満たしておりますので、これより

本日の会議を開きます。

会議録署名議員の指名

〇議長（川野敏夫君） 日程第１ 会議録署

名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、議長において、２番山

崎瑞紀さん、７番女鹿聡さんを指名いたしま

す。

会 期 の 決 定

○議長（川野敏夫君） 日程第２ 会期の決

定を議題といたします。

お諮りいたします。

今臨時会の会期を本日１日間としたいと思

います。

これに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（川野敏夫君） 御異議なしと認めま

す。

会期は本日１日間と決定いたしました。

諸 般 報 告

○議長（川野敏夫君） 日程第３ 諸般報告

であります。

事務局長から報告をいたします。

中嶋議会事務局長。

○議会事務局長（中嶋孝君） 報告いたしま

す。

この臨時会に付議されます議案は、市長よ

り送付を受けた議案１件、報告１件でありま

す。

次に、議長の報告でございますが、令和４

年第３回定例会以降、昨日までの議会動向に

つきましては、本日、別紙配付しております

諸般報告のとおりでありますので、御了承願

います。

また、本会議に説明のため出席する者、本

会議の事務に従事する者等につきましては、

別記記載のとおりであります。

本日の議事日程については、別紙配付して

あります議事日程表のとおりであります。

次に、議員の出欠席の状況でありますが本

日は６名の出席であります。

本日、欠席されますのは山川議員でありま

す。

以上で、報告を終わります。

○議長（川野敏夫君） 特段の発言はござい

ますか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（川野敏夫君） ないようであります

ので、諸般報告を終わります。

報 告 第 １ ２ 号
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○議長（川野敏夫君） 日程第４ 報告第１

２号専決処分の承認を求めることについてを

議題といたします。

提案理由の説明を求めます。

平間副市長。

〇副市長（平間靖人君） －登壇－

おはようございます。

専決処分の承認について、御報告いたしま

す。

報告第１２号専決処分の承認を求めること

について。

地方自治法第１７９条第１項の規定によっ

て、別紙のとおり専決処分したので、同条第

３項の規定により、これを報告し承認を求め

る。

専決処分の理由は、国より９月中旬以降に

新型コロナウイルスオミクロン株対応ワクチ

ンの接種が開始できるよう指示があったこと

から、議会を招集する時間的余裕がないと認

め、専決処分したものでございます。

次ページをお開き願います。

専決処分書、地方自治法第１７９条第１項

の規定により、議会を招集する時間的余裕が

ないと認められるので、別記のとおり専決処

分する。

１、令和４年度歌志内市一般会計補正予算

（第５号）。

次ページをお開き願います。

令和４年度歌志内市一般会計補正予算（第

５号）。

令和４年度歌志内市一般会計補正予算（第

５号）は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正）。

第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出そ

れぞれ２,３４１万２,０００円を追加し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４７億

７,１７９万９,０００円とする。２項は省略

いたします。

続きまして、補正予算事項別明細書の歳出

について御説明いたしますので、５ページを

お開き願います。

４款衛生費１項保健衛生費２目予防費１節

報酬、２３万４,０００円から１２節委託料

１,６２２万円までの増額補正は、新型コロ

ナウイルスオミクロン株対応ワクチンの接種

にかかる経費で、接種対象者は３回目のワク

チン接種から３か月が経過した方で、接種の

時期は４回目接種の有無などにより異なるこ

ととなりますが、既に担当課から個別に案内

を発送しており、これらの接種業務に係る職

員の報酬、手当、医師謝礼、通勤費、消耗品

や郵便料、手数料等の事務費のほか、ワクチ

ン接種、乗合タクシー、医師等派遣に係る委

託料を計上しております。

続きまして、補正予算事項別明細書の歳入

について御説明いたしますので、３ページに

お戻り願います。

１４款国庫支出金１項国庫負担金２目衛生

費負担金１節新型コロナウイルスワクチン接

種事業負担金、１,１２０万１,０００円の増

額補正は、歳出の衛生費に計上しております

新型コロナウイルスオミクロン株対応ワクチ

ンの接種における委託料に対するものであり

ます。

同じく、２項国庫補助金３目衛生費補助金

３節新型コロナウイルスワクチン接種体制確

保事業補助金、１,２２１万１,０００円の増

額補正は歳出の衛生費に計上した新型コロナ

ウイルスオミクロン株対応ワクチンの接種に

係る事務費などに対する補助金であります。

以上で、報告第１２号専決処分の承認を求

めることについての説明を終わりますので、

よろしくお願いいたします。

○議長（川野敏夫君） これより、質疑に入

ります。

質疑ありませんか。

女鹿聡さん。

○７番（女鹿聡君） 今回、４回目のワクチ

ンということでなっているのですけれども、

インフルエンザのワクチンとも多分、時期的

にかなりかかってくるような感じになってい

ると思うのですけれども、その辺、受入先の

市立病院として業務体制だとか、そういった

ところにいろいろ多分、重複してやることが



─ 7 ─

増えてくるのかなと思うのですけれども、そ

の辺、働いている方々がトラブルにならない

ようにして、すんなりワクチンの接種をして

いただきたいと思うのですけれども、その辺

のやり取りというのは、どういうふうなの

か、ちょっと聞いておきたいと思います。

○議長（川野敏夫君） 山崎保健福祉課長。

○保健福祉課長（山崎亨君） 時期的にイン

フルエンザの接種と被るという話になりま

す。

ただ、ワクチン的には同時に接種してもい

いよという話もあるのですけれども、間違い

があっては困りますので、市立病院でインフ

ルエンザのワクチン接種をする日には、コロ

ナワクチンの接種は行わないというような形

で日にち分けをした中で実施していくと。

どちらかというと、土日の集団接種を中心

にコロナワクチンの接種をするというような

形で進めております。

○議長（川野敏夫君） ほかに質疑ありませ

んか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（川野敏夫君） 質疑なしと認め、質

疑を終わります。

これより、討論に入ります。

討論ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（川野敏夫君） 討論なしと認め、討

論を終わります。

これより、報告第１２号について採決をい

たします。

この件について、報告のとおり承認するこ

とに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（川野敏夫君） 御異議なしと認めま

す。

したがって、報告第１２号は報告のとおり

承認されました。

議 案 第 ３ ８ 号

○議長（川野敏夫君） 日程第５ 議案第３

８号令和４年度歌志内市一般会計補正予算

（第６号）を議題といたします。

提案理由の説明を求めます。

平間副市長。

○副市長（平間靖人君） －登壇－

議案第３８号の補正予算につきまして、御

提案申し上げます。

議案第３８号令和４年度歌志内市一般会計

補正予算（第６号）。

令和４年度歌志内市一般会計補正予算（第

６号）は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正）。

第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出そ

れぞれ８,２９４万５,０００円を追加し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４８億

５,４７４万４,０００円とする。２項は省略

いたします。

以上、議案第３８号の補正予算につきまし

て御提案申し上げました。

なお、事項別明細書につきましては、企画

財政課長から御説明いたしますので、よろし

くお願いいたします。

○議長（川野敏夫君） 東所企画財政課長。

○企画財政課長（東所勝則君） おはようご

ざいます。

それでは、私から一般会計補正予算事項別

明細書の歳出について、御説明いたしますの

で、５ページををお開き願います。

３款民生費１項社会福祉費１目社会福祉総

務費３節職員手当等、７万８,０００円から

１８節負担金補助及び交付金、４,７５０万

円までの増額補正は、このところの電力・ガ

ス・食料品等の価格高騰による負担増を踏ま

え、特に家計への影響が大きい住民税非課税

世帯等に対する給付金を支給するもので、関

係事務費及び給付金に掛かる予算を計上して

おりますが、臨時会資料の１ページに事業の

概要を整理しておりますので、併せて御覧願

います。

この度の給付金は、国の補助金を財源とし

て、対象１世帯当たり５万円を給付するもの

で、令和４年９月３０日において、本市の住
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民基本台帳に登録されている方で、住民税非

課税世帯及び住民税非課税世帯と同様の事情

にあると認められる家計急変世帯を対象とす

るものですが、当該事業の趣旨に鑑み地方創

生臨時交付金を活用し、市の独自事業として

住民税均等割のみ課税世帯を対象に追加し、

１２月下旬から給付を開始する予定としてお

ります。

次に、国の臨時交付金を活用して実施する

市独自の新型コロナウイルス感染症対策事業

についてでありますが、同じく臨時会資料の

１ページに内容を整理しておりますので、併

せて御覧願います。

７款１項とも商工費１目商工業振興費、

３,２９７万円の増額補正は、地方創生臨時

交付金を活用し、物価等高騰対策事業を実施

するものであります。

初めに、商工業振興一般経費２１０万円の

増額補正は、中小企業燃油価格高騰対策事業

として、事務所・店舗等を有する市内事業者

を対象として、１事業者当たり３万円を交付

するもので、新型コロナウイルス感染症対策

事業３,０８７万円の増額補正は、市民向け

の物価等高騰対策として、市民１人当たり１

万円分の物価等高騰対策地域商品券を発行す

るものであります。

なお、この物価等高騰対策地域商品券は、

全市民を対象としており、住民税非課税世帯

等への給付金給付世帯に対しても発行いたし

ます。

次に、４目観光費６００万円の増額補正

は、新型コロナウイルス感染症対策事業とし

て、うたしないに泊まって割り事業として、

宿泊料の一部を補助するもので、市内宿泊施

設の宿泊料について１泊に付き３,０００円

を上限として、２分の１を助成するものであ

ります。

７ページにまいりまして、１５款１項１目

とも予備費４５０万２,０００円の減額補正

は、歳入歳出予算の調整でございます。

続きまして、事項別明細書の歳入につい

て、御説明いたしますので、３ページにお戻

り願います。

１４款国庫支出金２項国庫補助金１目総務

費補助金３節新型コロナウイルス感染症対応

地方創生臨時交付金、１,９５１万１,０００

円の増額補正は、歳出の各関係事業に計上し

た価格高騰対策及び感染症対策事業の財源と

するものであります。

次に、２目民生費補助金７節電力・ガス・

食料品等価格高騰緊急支援給付金給付事業費

補助金、４,３４３万４,０００円の増額補正

は、歳出の民生費に計上した給付金事業のう

ち、国の基準分に対する補助金であります。

１９款１項１目とも繰越金１節前年度繰越

金２,０００万円の増額補正は、前年度繰越

金の一部を予算計上するものでございます。

以上で、議案第３８号の補正予算事項別明

細についての御説明を終わりますので、よろ

しくお願いいたします。

〇議長（川野敏夫君） これより、質疑に入

ります。

質疑ありませんか。

女鹿聡さん。

○７番（女鹿聡君） 今回の補正予算は、か

なり住民の方々に還元していただける形の補

正となっておりますので、ありがたいと思い

ます。

一つ目、給付金の均等割世帯に支給という

ことで、市独自でやっていただけるという形

で、今回から打ち出してくれております。９

月議会で私が一般質問した中で、均等割世帯

にも光を当ててくださいという話をさせてい

ただいて、早急に手を打っていただいた形な

のかなと思っておるのですけれども、この今

回、初めて多分やるので、こういった方々の

世帯にどういうふうな周知をするのかを聞い

ておきたいと思います。

二つ目なのですけれども、商工振興費とし

て３万円を１事業者当たりに配りますという

ことなのですけれども、これは事業者にさっ

きの均等割世帯と同じなのですけれども、周

知というのは、どういうふうな形で周知をし

て手続きを行うのか、聞いておきたいと思い
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ます。

最後なのですけれども、市民に１万円とい

うことで商品券になっております。これは、

何回か今までやった事業と似ているかなと思

うのですけれども、これは今までと同じよう

な状況というか、手続きの方法で進めていく

のか、それをちょっと聞いておきたいと思い

ます。

○議長（川野敏夫君） 山崎保健福祉課長。

○保健福祉課長（山崎亨君） 私からは、均

等割世帯への周知の方法ということでござい

ますけれども、周知に当たりましては、対象

者の抽出というようなことから始まってくる

のですけれども、確認書による申請というよ

うなことが中心になっていまして、まず対象

と思われる世帯の方への御案内というような

ことになって、そこから御本人たちで申請を

上げていただくというような方法で行ってい

きたいと考えております。

○議長（川野敏夫君） 佐渡産業課長。

○産業課長（佐渡憲博君） 事業者への周知

でございますが、これは従来と同じような形

で商工会議所を通じまして周知するととも

に、市民課のほうからも周知を徹底したいと

ういうふうに考えております。

それと１万円の商品券の件ですが、これに

つきましては、全市民対象となりますので、

こちらのほうで対象者の方に、こちらから郵

送する形でありますので、手続き等はござい

ません。

○議長（川野敏夫君） 女鹿聡さん。

○７番（女鹿聡君） 均等割世帯のほうなの

ですけれども、手続きは周知を何らかの案内

を送ってから本人その世帯に手続きを行って

いただくという形なのですけれども、多分初

めてのことなので、「ん」と思う方もいると

思うのですよね。５万円支給になりますので

手続きしてくださいという多分、内容のもの

を配るのだと思うのですけれども、その辺、

ちゃんと分かりやすくしていただいて、トラ

ブルのないようにしていただきたいなと思い

ますけれども、もう一回その辺、答弁いただ

いておきたいと思います。

商品券の１万円なのですけれども、今まで

と変わらずということで郵送してポストに

入ってくるという形になると思うのですけれ

ども、住民税非課税世帯の方々の５万円１２

月の下旬からということになっているので、

もう少しその前に１万円が届くと市民の方々

もありがたいのかなと思うのですけれども、

その辺はどういうふうに考えられているのか

聞きたいと思います。

○議長（川野敏夫君） 山崎保健福祉課長。

○保健福祉課長（山崎亨君） 均等割世帯へ

の周知というもの、住民税非課税世帯も同じ

なのですけれども、できるだけ混乱のないよ

うに丁寧な案内というものをしながら進めて

まいりたいと思っておりますので、よろしく

お願いします。

○議長（川野敏夫君） 佐渡産業課長。

○産業課長（佐渡憲博君） １万円の商品券

につきましては、この後、補正予算が可決い

ただきましたら早速、商品券の印刷等の作業

に入ります。

そういった印刷からその商品券の完成に至

まで、約２週間から３週間ぐらいかかるよう

なスケジュールを予測しているのですが、そ

れからいろいろ封筒詰めですとか、郵便局へ

の引き渡し、そういったスケジュール等を考

えますと、どうしても１１月下旬頃から末頃

の発送になる予定でございます。

従いまして、皆様のお手元に届くのは１２

月から使える形になるのかなというふうに今

のところ、そういったスケジュールの予定を

しています。

○議長（川野敏夫君） 女鹿聡さん。

○７番（女鹿聡君） 分かりました。最後の

均等割世帯の件で、これは思い切ってやって

いただけるということになりました。市長に

ちょっと聞いておきたいのですけれども、今

後、いろいろな形で住民税非課税世帯に対し

てということで、国だとかもいろいろ多分、

手を打ってくるものが出てくると思いますけ

れども、それに対してやはり一緒にこの均等
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割世帯にも光を当てるということを今後も必

要になってくると思うのですけれども、その

辺、今回を皮切りにどういうふうに今後もし

ていかないと駄目ではないかなと、私のほう

は思うのですけれども、その辺、市長の考え

を聞いて終わりたいと思います。

○議長（川野敏夫君） 柴田市長。

○市長（柴田一孔君） 均等割世帯への給付

ということでございますが、この度、９月の

議会を踏まえて議員の皆様方から均等割世帯

への支援、またいろいろな部分での調整支援

の要望等について、意見を出されまして、こ

の度、均等割世帯についても５万円の支給と

いうことになったわけでございます。

今、貴重な御意見をいただきました。今

後、引き続き商品券とかそういった部分も含

めて、それぞれ商工会議所や各種団体、議員

の皆様からも御意見をいただく、そんな中で

状況を見極めながら、市民生活の安全安心な

生活に帰することができるように、いろいろ

検討していきたいというふうに思っておりま

す。

○議長（川野敏夫君） ほかに質疑ありませ

んか。

能登直樹さん。

○１番（能登直樹君） 今、女鹿議員のほう

からは、住民税均等割世帯のことについてお

伺いしておりますけれども、②のほうで家計

急変世帯、このことについてお聞きしたいと

思います。

基本的に政府は、そういう家計急変世帯が

支給を受けようとする場合は、申請する時点

で居住する住所の市町に対して、郵送または

窓口へ持参するか送付するということになっ

ていると思います。

その際には、本人確認書等々いろいろな書

類が必要かなと思っております。これを則り

まして当市としても、この事務作業をこれか

らやっていかれるのかなと思いますけれど

も、今回４,２５０万の予算が計上されてい

ますけれども、このうち住民税非課税世帯と

その家計急変世帯の数が分かれば教えていた

だきたいのが１件。

あと、本給付金についても経済対策の趣旨

を踏まえて、可能な限り早急に支給されるの

が望ましいという政府の考えもあります。

今、女鹿議員のほうからありましたとお

り、早急にしていただけるというお話なので

すけれども、こちらのほうも併せて早急にし

ていただきと思いますが、この２点について

お伺いしたいと思います。

○議長（川野敏夫君） 山崎保健福祉課長。

○保健福祉課長（山崎亨君） このたびの給

付金の対象者、住民税非課税世帯、家計急変

世帯の分の対象の予定の人数ということだと

思うのですけれども、家計急変世帯ははっき

り言って現在、何名いるというような形での

状況が分からない状況になります。住民税非

課税世帯と家計急変世帯も含めて、この度、

予算要求を出させていただいているのが８５

０件分という形で捉えていただければと思い

ます。

ちなみに均等割世帯の部分は１００件、と

いう形での予算を計上させていただいていま

す。

以上です。

○議長（川野敏夫君） 山崎保健福祉課長。

○保健福祉課長（山崎亨君） できるだけ早

い時期に送付できるように進めてまいりたい

と思いますけれども、まず、この度の予算が

通ってからの話ですけれども、システムの改

修等の時間が必要になってきます。そこから

進めていくのですけれども、対象者の抽出と

御本人から申請を受け付けて、そして支給決

定。そして支給という形になると、その支給

の事務手続きも含めると、１２月下旬を目途

というような形で考えております。

ただ進めていく中で、もう少し早い時期に

例えば１２月半ばで支給できないかという部

分が出てきたら、そこで支給できるように、

できる限り早く進めていきたいというふうに

思っております。

以上です。

○保健福祉課長（山崎亨君） 能登直樹さ



─ 11 ─

ん。

○１番（能登直樹君） 数的なものは抑えて

いないけれども、一応は８５０万の予算は今

回、計上するということで理解しました。家

計急変世帯というのは、これから、どんどん

その申請が上がってくるかなと思います。

この家計急変世帯、たしか明年の４月いっ

ぱいぐらいだったかなと思うのですけれど

も、それは保健福祉課のほうで、抑えてい

らっしゃるかどうかお聞きしたいと思いま

す。

○議長（川野敏夫君） 山崎保健福祉課長。

○保健福祉課長（山崎亨君） これまで、実

施してきた非課税世帯等の給付の中で、家計

急変世帯に該当する方の申請を何件かは受け

付けて実施してきました。

ただ、現在、今ほとんどないですけれど

も、本当に何件か、一桁の数字だったと思い

ます。

以上です。

○議長（川野敏夫君） ほかに質疑ありませ

んか。

本田加津子さん。

○６番（本田加津子君） ５万円の給付開始

時期について、今ちょっと能登議員のほうの

質問の中、お答え聞いたのですけれども、や

はり皆さん、いつもらえるのだろうとすごく

聞かれるのですよね。それで今、支給までの

流れをそれをいろいろ伺いました。

全部ここ①②③の該当者の方、①②③とい

らっしゃるのですけれども、この方が全部出

そろってというか、それから支給するのか、

①の方はあらかじめ大体分かっていらしっ

しゃると思うので、その方は先に出すとか、

そういった柔軟な対応はできないのか伺いま

す。

あと、市民１人当たりに配る商品券、この

券の種類なのですけれども、これからデザイ

ンとか、あらかじめもう決まっているのかな

と思うのですけれども、今プレミアム付き商

品券出ていますよね。あれとまた同じような

デザインなのか、色を変えるのか、その辺は

何かお考えあれば教えてください。

○議長（川野敏夫君） 山崎保健福祉課長。

○保健福祉課長（山崎亨君） 住民税非課税

世帯でそれぞれ対象者あるのですけれども、

まず住民税非課税世帯の方ですけれども、申

請不要な形でできる形、プッシュ型とかと

言っているのですけれども、そういう方たち

の分をまず把握した中で、進めていくことに

なるかと思っております。

いずれにしましても、できるだけ早い時期

に御案内できるような方法は取ってまいりた

いと思いますので、よろしくお願いしたいと

思います。

○議長（川野敏夫君） 佐渡産業課長。

○産業課長（佐渡憲博君） １万円の商品券

につきましては、当然、プレミアム商品券と

今回の商品券、色分けもしますし、タイトル

を物価等高騰対策地域商品券という長いタイ

トルなのですが、そういったことで表示して

おります。プレミアム商品券と分けをしてい

るこということでございます。

○議長（川野敏夫君） ほかに質疑ありませ

んか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（川野敏夫君） 質疑なしと認め、質

疑を終わります。

これより、討論に入ります。

討論ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（川野敏夫君） 討論なしと認め、討

論を終わります。

これより、議案第３８号について採決をい

たします。

ただいまの議案については、原案のとおり

可決することに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（川野敏夫君） 御異議なしと認めま

す。

したがって、議案第３８号は原案のとおり、

可決されました。

閉 会 宣 告
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○議長（川野敏夫君） 以上で、本日の日程

は全部終わりました。

これをもちまして、令和４年歌志内市議会

第５回臨時会を閉会いたします。

御苦労さまでした。

（午前１０時３１分 閉会）



─ 13 ─

上記会議の顛末を記録し、その相違ないことを証するため、

ここに署名する。

歌志内市議会議長 川 野 敏 夫

署名議員 山 崎 瑞 紀

署名議員 女 鹿 聡


